
７
５
歳
以
上
の
高
齢
者
が
加
入
す
る

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
平
均
保
険
料

額
が
４
月
か
ら
、
少
な
く
と
も
４
３
都

道
府
県
で
上
が
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
北
海
道
委
員
会
の
入

手
資
料
と
本
紙
調
査
で
判
明
し
ま
し
た
。

▽

▽

▽

値
上
げ
額
が
大
き
い
の
は
、
東
京
都

の
８
７
３
１
円
（
１
０
・
３
％
）
増
で
、

年
間
保
険
料
は
９
万
３
２
５
８
円
に
な

り
ま
す
。
東
京
、
神
奈
川
の
２
都
県
が

９
万
円
を
突
破
し
ま
す
。
宮
崎
県
１
０
・

７
％
、
滋
賀
県
９
・
９
％
な
ど
各
地
で

大
幅
に
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
４
０
０
０
円

以
上
の
値
上
げ
が
１
７
都
府
県
に
上
り

ま
す
。

後
期
医
療
の
保
険
料
は
各
都
道
府
県

の
広
域
連
合
で
２
年
ご
と
に
改
定
さ
れ
、

７
５
歳
以
上
の
医
療
費
と
人
口
の
増
加

に
伴
っ
て
際
限
な
く
上
が
る
と
い
う
根

本
的
欠
陥
が
あ
り
ま
す
。

前
回
改
定
時
は
世
論
と
運
動
に
よ
っ

て
、
保
険
料
の
引
き
下
げ
・
据
え
置
き

が
合
わ
せ
て
２
３
県
あ
り
、
引
き
上
げ

幅
も
５
％
以
下
に
抑
制
し
た
広
域
連
合

が
多
数
で
し
た
。
今
回
は
引
き
下
げ
は

な
く
、
据
え
置
き
も
９
県
に
と
ど
ま
り

ま
す
（
注
）
。
保
険
財
政
の
剰
余
金
や

財
政
安
定
化
基
金
を
活
用
し
て
も
大
幅

な
保
険
料
増
が
迫
ら
れ
る
結
果
と
な
っ

て
い
ま
す
。

民
主
党
政
権
は
、
政
権
公
約
で
同
制

度
の
「
廃
止
」
を
掲
げ
な
が
ら
、
先
送
り
。
消

費
税
増
税
と
セ
ッ
ト
で
今
国
会
に
法
案
を
提
出

す
る
と
い
う
新
制
度
も
、
７
５
歳
以
上
は
別
勘

定
で
保
険
料
が
際
限
な
く
上
が
る
仕
組
み
は
変

わ
り
ま
せ
ん
。

後
期
医
療
の
保
険
料

値
上
げ
の
ほ
か
、
４
月

か
ら
は
物
価
ス
ラ
イ
ド

に
よ
る
年
金
額
の
引
き

下
げ
や
介
護
保
険
料
の

引
き
上
げ
が
強
行
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
１
２
年
３
月
４
日(

日)

「
大
阪
市
職
員
『
思
想
調
査
』
を
市
長
の
責

任
で
た
だ
ち
に
完
全
中
止
す
る
と
と
も
に
デ
ー

タ
を
廃
棄
し
、
市
民
に
謝
罪
せ
よ
」
―
。
日
本

共
産
党
の
北
山
良
三
市
議
団
長
は
２
日
、
市
議

会
で
代
表
質
問
に
立
ち
、
橋
下
徹
市
長
に
迫
り

ま
し
た
。▽

▽

▽

北
山
氏
は
、「
調
査
」
が
処
分
を
示
唆
し
つ
つ

市
長
の
「
業
務
命
令
」
の
形
で
行
わ
れ
た
と
指

摘
。
職
員
の
街
頭
演
説
の
参
加
状
況
ま
で
尋
ね

た
今
回
の
調
査
は
、
憲
法
１
９
条
が
保
障
す
る

「
思
想
・
良
心
の
自
由
」
を
侵
す
も
の
だ
と
厳
し

く
指
摘
し
ま
し
た
。

橋
下
氏
は
「
市
役
所
の
（
不
適
切
な
）
労
使

関
係
の
調
査
が
目
的
で
あ
り
、（
デ
ー
タ
は
）
僕

も
見
て
い
な
い
。
調
査
は
必
要
だ
っ
た
。
憲
法

１
９
条
に
違
反
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
答
弁
。

北
山
氏
は
「
目
的
や
市
長
が
見
る
か
見
な
い
か

に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
う
い
う
質
問
を
業
務
命
令

と
し
て
聞
く
こ
と
自
体
が
内
心
の
自
由
を
侵
す

も
の
だ
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

橋
下
氏
は
「
そ
の
考
え
方
だ
と
全
て
の
ア
ン

ケ
ー
ト
が
『
思
想
調
査
』
に
な
る
」
と
開
き
直

り
、「
一
定
の
外
形
的
な
行
為
を
取
り
調
べ
る
こ

と
は
刑
事
訴
訟
法
上
許
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
と

発
言
。
北
山
氏
は
「
市
役
所
が
ま
る
で
警
察
だ｣

と
断
じ
ま
し
た｡

そ
の
う
え
で
、
北
山
氏
は
、
橋
下
氏
が
「
僕

の
趣
味
や
嗜
好
（
し
こ
う
）
で
『
思
想
調
査
』

を
や
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
発
言
し
て

い
る
こ
と
を
あ
げ
、「
事
情
が
あ
れ
ば
、『
思
想
調

査
』
を
し
て
も
い
い
の
か
」
と
追
及
。
市
役
所

内
の
不
適
切
な
行
為
を
正
す
の
は
当
然
だ
が
、

そ
れ
は
適
法
に
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
だ
と
力
を

込
め
ま
し
た
。

ま
た
、「
思
想
調
査
」
が
一
般
市
民
の
個
人
情

報
に
ま
で
及
ぶ
と
指
摘
。
調
査
担
当
の
野
村
修

也
市
特
別
顧
問
は
「
凍
結
」
を
表
明
せ
ざ
る
を

え
な
く
な
っ
た
が
、
府
労
働
委
員
会
は
ア
ン
ケ
ー

ト
項
目
は
「
支
配
介
入
に
該
当
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
」
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
命
令
し
た
市
長
に
、

調
査
続
行
を
差
し
控
え
る
よ
う
勧
告
し
て
い
る

と
し
て
、
市
長
の
責
任
で
完
全
に
中
止
す
る
よ

う
強
く
求
め
ま
し
た
。

橋
下
氏
は
あ
れ
こ
れ
と
言
い
訳
を
続
け
ま
し

た
が
、
北
山
氏
は
「
ど
ん
な
理
由

を
つ
け
て
も
憲
法
に
た
が
う
や
り

方
は
許
さ
れ
な
い
」
と
強
調
し
ま

し
た
。

２
０
１
２
年
３
月
３
日(

土)

芝 和也 Ｅメール info@k-shiba.jp
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吉田 容工Ｅメールkatunori_yosida@ybb.ne.jp
田原本町大木１１３－５ 090-5257-4446
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東
日
本
地
震
・
１
２
号
台
風

へ
の
救
援
募
金
に
ご
協
力
を

日
本
共
産
党
は
被
災
者
の
救
済
・
支
援
の

た
め
に
、
救
援
募
金
を
引
き
続
き
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
郵
便
振
替
口
座
】

０
０
１
７
０
ー
７
ー
９
８
４
２
２

名
義
は
、
日
本
共
産
党
中
央
委
員
会
で
す
。

送
金
い
た
だ
く
場
合
は
、
振
替
用
紙
の
通
信

欄
に
、
か
な
ら
ず
、｢

地
震
救
援
募
金｣

で
あ

る
事
を
明
記
し
て
下
さ
い
。
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

磯
城
郡
日
本
共
産
党
議
員
団

宮
崎
・
東
京
１
０
％
超

１
７

都
府
県
４
０
０
０
円
以
上

入
手
資
料
と

本
紙
調
査
で
判
明

後期高齢者医療保険料 値上げ４３都道府県

思
想
調
査

完
全
中
止
せ
よ

大
阪
市
議
会

北
山
団
長
、

橋
下
市
長
に
迫
る

（
注
）
後
期
医
療
の
保
険
料
は
、
頭
割
り
で

課
さ
れ
る
均
等
割
と
所
得
に
応
じ
た
所
得
割

か
ら
な
り
、
両
方
据
え
置
き
で
も
所
得
の
増

減
で
平
均
保
険
料
が
変
わ
る
ほ
か
、
保
険
料

上
限
の
引
き
上
げ
で
も
平
均
保
険
料
が
上
が

り
ま
す
。



三宅町　平成２４年度当初予算(案）概要
(単位：千円）

予  算  額
3,030,000

国  民  健  康  保  険 860,315
介     護     保     険 600,000

後 期 高 齢 者 医 療 90,230
公 共 下 水 道 事 業 343,500

収   入 169,546
支   出 169,484
収   入 16,362

支   出 43,514
5,322,951総     合      計

特
別
会

計

水

道
事
業

会　　　　　計　　　　　名
一　　　般　　　会　　　計

収益的

資本的

国
保
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た

三
月
議
会
で
、
①
国
保
は

相
互
扶
助
制
度
か
社
会
保
障

制
度
か
？
②
国
保
を
命
を
守

る
制
度
と
し
て
維
持
す
る
の

か
？
③
一
定
の
所
得
額
に
満

た
な
い
場
合
、
保
険
税
減
免

制
度
、
一
部
負
担
金
減
免
制

度
な
ど
を
設
け
る
予
定
は
？

と
い
う
項
目
で
質
問
し
ま
し

た
。こ

の
質
問
に
対
し
返
っ
て

き
た
答
弁
は
、
「
社
会
保
険
。

加
入
者
の
相
扶
共
済
を
図
る

社
会
保
障
制
度
」
色
々
理
由

を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
国
民

の
生
存
権
を
国
が
保
障
す
る

も
の
で
す
。
そ
の
結
果
、

「
住
民
の
方
々
の
命
を
守
る

制
度
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
」
と
認
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

先
日
、
全
日
本
民
主
医
療

機
関
連
合
会
が
発
表
し
た
内

容
は
、
昨
年
一
年
で
、
経
済

的
理
由
で
受
診
が
遅
れ
、
結

果
と
し
て
死
亡
さ
れ
た
方
が
、

判
明
し
て
い
る
だ
け
で
、
六

十
七
人
も
お
ら
れ
た
そ
う
で

す
。今

、
所
得
の
低
い
方
に
対

し
、
国
保
税
を
減
免
し
た
り
、

窓
口
で
支
払
う
一
部
負
担
金

を
減
免
す
る
制
度
を
設
け
る

自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。

本
町
で
は
、
保
険
税
の
減
免

は
否
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
一

部
負
担
金
に
つ
い
て
は
「
減

免
要
綱
の
制
定
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
」
と
答
弁
さ
れ
ま

し
た
。
町
民
の
方
の
健
康
を

心
配
す
る
町
に
な
っ
て
ほ
し

い
も
の
で
す
。

田
原
本
町
議
会

議
員

吉
田

容
工

論
戦三

月
議
会
で
す
が
、
一
日

の
議
会
運
営
委
員
会
で
予
定

通
り
今
月
九
日
か
ら
と
確
認

さ
れ
ま
し
た
。
開
会
日
は
九

日
で
、
こ
の
日
と
十
六
日
が

本
会
議
で
す
。
九
日
に
一
般

質
問
、
提
案
と
説
明
、
提
出

案
へ
の
総
括
質
疑
が
行
わ
れ
、

十
六
日
に
委
員
長
報
告
、
採

決
等
が
行
わ
れ
ま
す
。
間
の

十
二
日
と
十
三
日
は
、
二
つ

の
常
任
委
員
会
に
そ
れ
ぞ
れ

充
て
ら
れ
ま
す
。

三
月
議
会
は
、
新
年
度
の

予
算
案
を
中
心
に
向
こ
う
一

年
間
の
町
の
取
り
組
み
が
審

議
さ
れ
る
ん
で
、
皆
さ
ん
の

関
心
も
ひ
と
き
わ
高
い
の
と

違
い
ま
す
か
。
ま
ず
は
朗
報

で
す
。
こ
の
間
、
子
育
て
を

中
心
に
支
援
策
が
拡
充
さ
れ

て
来
て
い
ま
す
が
、
加
え
て
、

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
へ
の
助
成
策
が
予
算
化
さ

れ
ま
し
た
。

し
か
し
皆
さ
ん
。
国
の
税

と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
な

る
物
が
、
実
は
、
皆
さ
ん
の

負
担
が
和
ら
ぎ
そ
う
に
な
い

事
が
明
瞭
に
な
り
つ
つ
有
る

中
、
自
治
体
の
取
り
組
み
は

ど
う
あ
る
べ
き
か
。
意
を
汲

み
応
援
す
る
事
業
を
前
進
さ

せ
よ
う
と
す
る
そ
の
見
地
か

ら
、
論
戦
を
深
め
る
べ
く
頑

張
り
ま
す
。

町
議
会
の
傍
聴
は
基
本
的

に
自
由
で
す
。
時
間
は
十
六

日
が
午
後
二
時
か
ら
で
、
後

は
ど
の
日
も
午
前
十
時
か
ら

で
す
。
た
だ
、
委
員
会
は
、

傍
聴
席
の
確
保
が
そ
う
出
来

ま
せ
ん
の
で
、
予
め
、
議
会

事
務
局
に
混
み
具
合
を
確
認

し
て
下
さ
い
。

川
西
町
議
会
議
員

芝

和
也

三
宅
町
３
月
議
会

３
月
２
日
、
三
宅
町
第
一

回
定
例
会
（
３
月
議
会
）
が

開
会
さ
れ
、
平
成
２
４
年
度

予
算
案
の
説
明
と
基
本
姿
勢

の
説
明
が
町
長
か
ら
あ
り
ま

し
た
。

予
算
に
対
す
る
基
本
姿
勢

に
つ
い
て
は
、
「
昨
年
の
東

日
本
の
震
災
の
影
響
や
円
高

の
長
期
化
、
デ
フ
レ
状
態
は

続
く
中
、
雇
用
状
態
の
悪
化

な
ど
、
個
人
所
得
の
大
幅
な

減
収
が
続
き
自
主
財
源
の
減

収
が
続
く
中
、
本
町
の
財
政

の
状
況
は
、
借
り
入
れ
た
地

方
債
の
高
利
率
の
事
業
債
の

繰
り
替
え
償
還
を
行
い
、
平

成
２
２
年
度
決
算
で
は
実
質

公
債
費
比
率
は
１
５
・
１
％

と
２
１
年
度
決
算
の
１
７
．

３
％
の
よ
り
２
．
２
ポ
イ
ン

ト
回
復
し
、
公
債
費
比
率
の

好
転
の
兆
し
が
み
ら
れ
る
も

の
の
、
経
済
状
況
の
低
迷
に

よ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
は

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
平
成

２
４
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、

第
２
次
集
中
改
革
プ
ラ
ン
、

基
本
構
想
に
掲
げ
る
施
策
の

確
実
な
実
施
を
行
う
よ
う
予

算
処
置
を
行
っ
た
。
歳
入
で

は
昨
年
に
続
き
税
収
の
収
納

率
の
向
上
、
遊
休
財
産
の
売

却
な
ど
財
源
の
確
保
を
行
い
、

歳
出
で
は
優
先
順
位
の
選
択

を
行
い
、
重
要
性
・
緊
急
性

を
検
討
し
将
来
の
財
政
負
担

に
つ
い
て
も
十
分
考
案
し
た

う
え
で
、
予
算
の
編
成
を
行
っ

た
」
と
し
て
い
ま
す
が
、
介

護
保
険
料
や
後
期
高
齢
者
医

療
の
保
険
料
の
値
上
げ
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
説
明
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

三
宅
町

池
田

年
夫

ご
み
対
策
の
質
問

三
月
二
日
の
一
般
質
問
で

私
は
「
ご
み
対
策
に
つ
い
て
」

質
問
し
ま
し
た
。

（
１
）
御
所
、
田
原
本
環

境
衛
生
事
務
組
合
へ
の
五
條

市
の
参
入
、
建
設
予
定
地
地

元
承
認
と
変
更
、
資
源
ご
み

処
理
方
法
に
つ
い
て
説
明
願

い
た
い
。
（
２
）
お
金
の
問

題
だ
け
で
な
く
、
環
境
教
育

な
ど
、
総
合
的
に
判
断
し
て

町
内
建
設
と
御
所
市
建
設
と

の
ど
ち
ら
が
優
れ
て
い
る
の

か
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。.

そ
の
答
弁
は
（
１
）
五
條

市
の
参
入
は
、
組
合
形
成
に

取
り
組
む
よ
う
要
望
が
あ
る

こ
と
か
ら
交
渉
を
進
め
て
い

る
。
建
設
予
定
地
は
御
所
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
建

設
予
定
地
で
あ
る
が
、
地
元

自
治
会
か
ら
予
定
地
は
民
家

に
近
い
こ
と
か
ら
『
現
有
施

設
地
』
と
の
条
件
も
あ
る
こ

と
か
ら
地
元
と
も
十
分
協
議

し
て
い
く
。
資
源
ご
み
は
安

価
と
な
る
か
ら
、
引
き
続
き

民
間
委
託
に
す
る
。
（
２
）

建
設
費
や
維
持
管
理
費
な
ど

を
考
慮
し
、
御
所
市
で
の
広

域
化
建
設
を
目
指
す
」
と
い

う
も
の
で
し
た
。

次
に
私
は
こ
う
言
い
ま
し

た
。
「
ご
み
問
題
は
私
達
議

員
は
こ
う
し
て
議
会
で
質
問

し
、
答
弁
頂
い
て
い
る
の
で

内
容
は
わ
か
り
ま
す
が
議
員

だ
け
が
納
得
し
て
い
て
も
駄

目
だ
と
思
う
。
町
民
の
方
々

の
賛
成
、
反
対
、
又
い
い
知

恵
や
意
見
を
頂
き
な
が
ら
進

め
る
の
は
、
と
て
も
大
切
で

必
要
だ
と
思
う
。
説
明
会
を

開
く
な
ど
具
体
的
な
策
は
あ

る
か
？
」
ど
う
も
な
い
よ
う

で
す
。

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
住

民
不
在
の
行
政
に
は
、
大
き

な
ツ
ケ
が
ま
わ
っ
て
く
る
気

が
し
ま
す
。

田
原
本
町
議
会

議
員

森

良
子


